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も百(建

症康
も

言う
主受
号(t
首ま
撃し
7た
1か

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
を
対
象
に
が
ん
の
集
団
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

一

回
は
検
診
で
自
分
の
他
成
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
八
年
度
の
残
り

分
は
次
の
と
お
り
で
す
。
費
用

は、

一
部
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
銀
問
検
診
一

マ
日
程
、
会
場

・
2
月
日
日
(木
)、

n
u
(土
)

保
健
セ
ン
タ
ー

-
2
月
5
日
(水
)
湘
南
出
協
大

野
支
所

(円
・
大
脇
が
ん
の
み

実
施
)

マ
検
珍
名
、
対
象
円
・
大
協

が
ん

(ω歳
以
上
)
、
子
符

・

乳
が
ん

(初
成
以
上
の
女
性
)

マ
巾
込
万
法
は
が
き
に
希
望

す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
屯
話
番
号
、
希
望

日
を
記
入
し
、
健
康
謀
(
〒
加

平
塚
市
浅
間
町
9
1
1
)
へ

一施
設
検
診
一

市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
、

肺
が
ん
、

子
山
科
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
検
診
名
、
対
象
肺
が
ん

(ω歳
以
上
)
、
子
宮

・
乳
が
ん

(却
歳
以
上
の
女
性
)

お
申
し
込
み
、
お
よ
び
実
施

医
療
機
関
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
健
康
諜

(内
線

6

6
7
)
へ
。

ブ
ー
ル
健
康
教
室

3
月
の
募
集
で
す

市
で
は
、
南
部
福
祉
会
館
の

プ
l
ル
を
利
用
し
た
水
泳
指
導

只
に
よ
る
腰
痛
、
肩
こ
り
の
予

防
教
室
を
開
き
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
で

ω歳
以
上
印
歳
米
満
の
方

マ
定
H

H

m

人

(抽
選
)

マ
日
桂
3
月
4
日
(
火
)、

7

日
(金
)
、
凶
日
(
金
)
、
幻
自

(金
)、
お
日
(
金
)、
全
5
日
間

マ
時
間
午
前
叩
時
j
正
午

マ
持
ち
物
水
沢
、
水
泳
用
相

子
、
タ
オ
ル

お
申
し
込
み
は
2
月
3
日

(月
)
か
ら
7
日
(
金
)
ま
で
に
健

康
課

(内
線
7
8
0
)
へ
。

機
能
訓
練
の

指
導
を
行
う

市
で
は
、
脳
卒
中
後
泣
症
な

ど
で
自
宅
療
援
中
の
方
に
週

一

回
、
運
動
訓
練
や
絵
画

・
性
道

な
ど
の
布
単
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
対
象
紛
歳
以
上
の
方

マ
会
場
平
塚
保
他
所
、
四
之

宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
お
住
ま
い
の
地
民
に
よ
り
異

な
り
ま
す

お
山中
し
込
み
、
お
よ
び
お
問

い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(泊
)
0
3
1
1
へ
。

健
康
講
座
を
開
催

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
健

康
講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
則

n
1月
n
H
(水
)

マ
時
間
午
後
2
時
品
分
1
4

時マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院

マ
内
容
「
什
粗
し
よ
う
症
に

つ
い
て
」

マ
参
加
料
無
料

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院

総
務
課
宮
(剖
)
0
5
2
0
へ
。

健
康
手
帳
を

交
付
し
ま
す

市
で
は
、
問
十
歳
以
上
の
万

に
健
康
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま

す
。こ

の
手
帳
は
、
基
本
健
康
診

査
、
が
ん
検
診
、
歯
の
健
康
状

態
の
な
ど
が
五
年
分
記
録
で
き

ま
す
。

な
お
、
手
帳
は
他
府
謀

(内

線
2
5
9
)
ま
た
は
、
保
健
セ

.社会福祉基金

地 域福祉やボランティ ア の 助 成 な と ' に 使 わ れ ま す。 お問

い合わせは、社会相祉協議会君 33-2333へ 。

1>土沢地区ボランテイ ア 協 説 会 70.000円、 MNプラザ商

庖会 100.000円、母チ稲祉なでしこ会 785円、とも しび

市民フェスティパル(会場募金箱 2.430円、手づ くり班募

金 11.791円 )、資源問収協同組合 60.970円、雨天屋の会

ボラ ンテイアグループ 10.950円、相模蚤の市実行委只会

10.000円、平塚豆腐組合連合会 3.631円、県白転車商 協同

組合平塚第一 支部・ 湘市平塚支部 23.750円、県紳士・婦

人・子供服維製工業組合湘閣支部 60.720円、県表具経師

内 装 協同組合湘央文部 2.616円、平塚塗装;:(1'板業組合

30.000円、湘南平塚位工業協同組合 25.500円、平塚左官組

合 12.055円、湘央雄 投 組 合 49.566円、県建具ー協同組合平

塚文部 19.285円、平塚建設板金組合 16.500円、湘南中央

広告美術協会 11.400円、湘南地区貯水槽的対協会平塚支

部 17.311円、松尾延治 140.000円、西山庄治 50.000円、
神奈川社会福祉専門学校鶴嶺祭 104.328円、花水小学校P

T A 3.000円、木もれ|場 15.462円、 12人会 1.000円、第

一 水刷会 7.079円、 24時間テレビ平塚地区災行委員会

10.000円、協同組合まつり平塚会場実行委員会 84.251円、
みどり会 ・むつみ会 10.000円、市老述婦人部手芸教 室

5.000円、楽彫会 12.000円、ごみの資源化フ ェ ア 実 行委民

会 7.100円、 トヨタピスタ神聖奈川平塚西営業所 153.120 
円 、 沼田光愈 ・愈次 3.000円、マルコウストアー 20.910 
円、湘南たばこ商業協同組合婦人部 30.000円、 LPガス

協 会 湘南支部平':1'部会 50.000円、世界心道教平塚 教会

10.000円、かたつむり 110.000円、花水柑裁会 8.949円、
花水小学校PT A 10.000円 、ひまわり 8.000円、錦町 公

同 愛世会 4.842円、 野口直樹 100.000円、 三 嶋ク ラブ

5.500円、匿名 5.000円

(敬称は省略させていただきます)
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L

-

し
た
支
の
た
め
に
平
成
七
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
、
た
く
さ

伽

咋

ゃ
J

h
-
v

}

年
十
川
よ
り

「平
塚
市
休
円
ん
の
自
然
光
が
人
る
よ
う
に

咋

ベ

ヒ

M'サ

内
需
品
・
持
者
歯
科
診
療
所
設
計
さ
れ
た
明
る
い
診
察
笠

州

4

・・E
圃
圃
司

-

や

-
a冒掴
司
、

一

(二
次
歯
科
診
療
と
が
休
を
備
え
て
い
ま
す
。

+

咋

サ

川市川町
一J

コ

日
・
夜
間
急
患
診
療
所

(平

二
次
歯
科
診
療
の
ご
利
用

咋

村

祉

パ
kq介

塚
市
中
景
1
口
)
内
に
オ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

判

ゆ
福

リ枝一
円
紹

l
プ
ン
し
ま
し
た
。

マ

診

療

円

遺

品

口

・

咋

ベ

こ
の
施
政
は
地
戚
診
械
所
ヒ
附
H

吋

村

二

次

歯

科

診

療

と

し

て

の

性

格

か

ら

、

主
に

マ

惨

療

時

間

午
後
1
時
1

判

付

体

制

に

つ

い

て

平

塚

市

大

磯

町

二
宮

町

午

後

5

時

(予
約
が
必
要
で

川

の
方
今
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
)

L

F

• 

村

重
度
の
障
害
を
持
つ
方
が
す
。

マ
休
診
ロ
月
幻
自
1
1
月

+

吋

歯
科
診
療
を
受
け
る
場
合
、
運
営
は
社
団
法
人
平
塚
歯
5
日

吋

何

個
々
の
間
接
歯
科
医

(一

次
科
医
師
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
マ
予
約
先

(社
)
平
塚
歯

州

+

歯
科
診
療
)
で
は
対
応
し
に
て
い
ま
す
。
附
芹
を
持
つ

科
阪
師
会
宮
(詑
)
7
0
0
8

+

同

く
く
、
十
分
な
診
療
を
受
け
方
々
が
安
心
し
て
治
療
が
受
*
担
当
は
陣
告
制
祉
課

(内

川
• 

1
V

る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
け
ら
れ
る
よ
う
、
歯
科
医
師
線
2
2
2)

+

+

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う

三
人

・
歯
科
衛
生
士
六
人
の

+
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で
交
付
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら

の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
期

限
ま
で
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
の
右
齢
基

- 児童福祉へ

1>1変名 1.000円

- 交通 遺児へ
1>二 見 正 治 12.246Pl、 トヨタピスタ神奈川平塚営業所

41.200円、交通安全母の会連絡協議会 100.245円

司，キ士会福祉へ

1>磯崎輝夫 2.000円

4島 文化振興基金

芸 術文化事業の実施や、市民の創造的な文化 前動の助成

などに使われます。 お 1m"，、合わせは、文化行政推進室(内

総673)へ 。

1>ゴールデンコンサート 37.126円、平塚ステー ションピ

ル 930.200円、宗次郎 コンサート募金箱 4.062円、 無名会

100.000円

礎
年
金
に
彬
轡
が
あ
る
ば
か
り

か
、
万

一
の
事
故
や
病
気
の
と

き
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
で
は
、
次
の
日
程

で
保
険
料

(過
年
度
分
)
の
収

納
と
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ
H
程
、
会
場

・
1
月
初
日
(月
)
、
市
役
所
1

. みど り基金

繰化団 体の助成などに使 われます。 お |問い合わせは、

どり公園練(内線425) へ 。

I>i屯業ま つ り 募 金箱 34.313円、燥の会 30.000P]、岡田民

子 5.770円、協同組合まつり会場実行委員会 10.000円、
日焼山公園レストハウス募金箱 4.307円、秘件諜募金箱

281円、総合公図管恐事務所募金箱 1.402円、慾n募金箱

(みどり公園課 5.080円、市役所受イ寸 542円、総合体育館

7.834円)

み

階
市
民
ホ
1
ル

・
1
月
別

n
g
i
n
H
(水
)、

駅
前
市
民
窓
門
セ
ン
タ
ー

(M

N
ピ
ル
凶
附
)

マ
時
間
午
前
9
時
却
分
1
午

後
3
時

マ
持
ち
物
年
金
手
帳
、
納
付

哲
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
融
年
金
係

(内
線
2
5
1
)

へ
。

争 スポーツ振興基金

スポーツの講習会、スポー ツ 団 体 に 対 す る助成などに使

われます。お問い合わ せは、スポーツ振興財団宮31-0102へ 。

1>平塚ボウ リ ング協会 50.000円

1.000.000円

τ街地 震防災対策事業へ

1>ジャータカ朋の会 17.364円

女 防災対 策 事 業 へ

1>平塚 建設業協会

みん訟で参加ーゆめ国体定SV券の利息~~手募集市営駐車場
平線，liでは、 1Ji'1体

に向け市民のみなさん

一 人一 人が、それぞれの

立場で容 加していただく 3つ の巡卸J

(スマイルアップ、ヘルスアップ、ク

リー ンアップ) を進めています。

ー人 ー人のブJが#とまれば大きな輸に

広がります。 国イ本に向け、あなたにで

きるこ とから始めてみませんかe

会 ク リーンアップ(きれいに)

-イEいつ は~\t ~...阜jh 、 つ t;fいにしよう

.まちをきオ1し刈こしよう

写真は緑化団体により行われている

花水川での花づくり

く>問い合わせ先 団体1f(iJllinlll(内線152)

かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会

。 紅谷町駐車場・・・..........・・80枚

午前61待から'f'後 11時まで利用できます

0錦町駐車場・...........・・・・・・・80枚

24時|日j利用できます

※上記2つの定期券は、土、日制日、祝円、

および休日、七夕Jt!lIlIJ小の利用はできま

せん

。 錦 町駐車場(夜間専用)…50枚
午後61時から巡rt午 前911与まで利用できま

す。 ただし、元上1、 ヒタJ!lJII日中は利用でき

ません

o利用期間 判ぷ9年4)11円一平成10年3月31n 
0定期料金 1か刀 15.000円 (7月は12.000PJ)
o申 し込み用紙の配布 ])]20日-2月10HのIIIJ、河駐d工場、市役所111f¥'o1i民相談室、

駅 前市民主主nセンタ 一、駅前総合案内所で配布します

く〉申し込み受け付け 2刀3円-10日の!日j、阿駐市場で受け付け

o問い合わせ先 t打開発公社ft21-5781

今年、第47回目を迎える「湘南ひ5っか七夕まつりJの開催日程が決まりました。

フ月3日(木)-"7日(月)の5日間開催期間
七夕まつりの日程決まる

-担当商業観光課宮23-11 1 1 (内線549)



内案

-
奨
学
生
を
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
高
等
学

校
に
進
学
す
る
学
生
に
対
し
て

奨
円
玄
車
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

奨
学
金
の
支
給
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、

二
月
十
二
日
(
水
)
ま
で

に
在
籍
(
出
身
)
中
学
校
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
支
給
の
条
件

①
平
塚
市
民
で
あ
る

②
市
内

巾
学
校
を
卒
業
し
、
今
年
向
等

学
校
に
進
学
す
る
③
学
資
の

支
払
い
が
困
難
で
あ
る

④
学

業
成
績
と
品
行
が
良
い

⑤
他

の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

(生
活
福
祉
資
金
お
よ
び
母
子

相
祉
資
金
は
除
く
)

マ
支
給
額
月
額

一
万
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
牒
学

耶
係

(
内
線
5
2
0
)

A
V給
食
業
者
の
登
録
を

千
四
掠
市
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
九
・
十
年
度
の
学
校
給
食

用
食
材
料
の
納
入
を
希
望
す
る

業
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
全
登
録
業

者
の
吏
新
年
度
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
中
前
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
耐
用
紙
の
交
付

1
月
初

日
(
月
)
i
M口
(
金
)

マ
申
請
牲
の
受
け
付
け

2
月

3
日
(月
)
5
7
日
(金
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

i
午
後
4
時
初
分

マ
交
付
お
よ
び
受
け
付
け
先

学
務
課
保
健
給
食
係
(
立
原
分

庁
舎
1
号
館
)
内
平
塚
市
学
校

給
食
会
(
内
線
5
2
1
)

-
臨
時
看
護
婦
の
募
集

市
民
病
院
で
は
、
臨
時
府
議

制
を
若
下
名
小
結
集
し
ま
す
。

マ
勤
務
日
月
i
金
附
円

マ
勤
務
時
間
午
前
8
時
却
分

1
午
後
4
時

マ
賃
金
時
給

一
千
百
五
十
円

(貸
与
あ
り
)

マ
資
格
昭
和
泊
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
治
護
婦
免
貯

の
取
得
者

マ
応
一
弘
方
法

市
販
の
印
刷
鹿
骨

第591号

• 
.2月のSCN.ナパサ

広報ひらつか圃

• 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
活

躍
州
免
許
証
の
写
し
と

一
緒
に

同
病
院
庶
務
課

(〒
制
予
塚
市

街
原

l
i
m-
-
E
nl
o
o

1
5内
線
3
1
9
7)

へ2
月

比
日
(
金
)
ま
で
に
提
出
す
る

(郵
送
も
可
)

金
商
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

商
業
経
常
者
や
後
継
者
な
ど

を
対
象
に
、
経
営
の
あ
り
万
を

実
践
的
に
学
ぶ
商
業
経
営
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

マ
円
程

1
月
お
日
(
火
)
、

2

月
6
日
(木
)、
初
日
(木
)
、
お

日
(火
)

マ
時
間
午
後
1
時
加
分
1
3

時
却
分

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階
(
第

1
会
議
室
)

マ
定
員

ω人
(先
着
順
)

お
巾
し
込
み
は
、
各
セ
ミ
ナ

ー
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
屯

話
(
内
線
5
6
2
)
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
(
お
1
4
6
1
9
)
で

商
業
観
光
課
へ
。

-
女
性
セ
ミ
ナ
ー
が

県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は

女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時

2
月
4
日

(火
)
午

後
6
時
日
分
1
8時
四
分

n22-1213 

f語系需l---，---"o...L..L FM湘南ナ パ サ(78.3MHz)は、市民のト

巴宣jナパサ ークとフレッシユな音楽をお届けします

ナパサタイムテーブル(番組表)が新しくなりまし

た。 地区公民館、郵使局にも置いであります。

. 平塚市広報だより

月~金曜日、 7:50・11: 50・17:30 

・ 平塚市防災インフオメーション

月~金曜日、 12:05 

リクエスト n22ー 0783 FAX23ー7200
FM湘南ナパサ君23-7111

SCN 

マ
テ

l
マ

「
セ
ク
シ
ユ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
比
え

る
も
の

1
新
し
い
男
女
関
係
の

た
め
に
」

マ
講
師
弁
護
士
杉
井
静
子

さ
ん

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
受
講
料
無
料

マ
定
日
印
人

(託
児
あ
り
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
勤
労
会
館
宮
(詑
)
3
3

Z
J
Z
J
 

A
V
不
動
産
の
説
明
会

こ
れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
な
ど

を
購
入
す
る
方
に
、
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
不
動
産
取

り
引
き
の
耕
一本
的
知
識
を
分
か

り
ゃ
す
く
解
説
す
る
県

・
市
合

同
の
説
明
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

入
場
は
自
由
で
す
。

マ
円
時

2
月
5
円
(水
)
午
後

1
時
1
5時

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
主
な
内
容
資
金
計
画
、
口

い
替
え
時
の
注
意
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係
(
内
総
2
9

3
)
 

-
美
術
館
の
臨
時
休
館

• 
美
術
館
で
は
、
常
設
展
の
展

示
替
、
え
と
消
防
用
設
備
の
保
守

点
検
の
た
め
、
次
の
二
日
間
は

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
oz

マ
休
館
日

1
月
お
口
(火
)
、

m日
(水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

(お
)
2
1
1
1

、
美
術
館
宮

-
園
芸
教
室
を
開
く

• 
以
湘
南
悶
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
悶
芸
教
室
を
開
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
木
)
午
前

9
時
泊
分
1
日
時
加
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南

口
)

マ
内
容

マ
講
師

山
野
市
の
楽
し
み
方

図
芸
研
究
家
銘
木

お譲りします (不用品登録情報)
女醸 りま す

①有料電話機、趨ffi皮加湿器、 is気敷きも

布、パイプベッド、ヵ・ラ スのテープル、フ ァ

ンヒータ一、回'阪ハンガ一、チャイルドシー

ト、双子周ベビーカー、 A型 ベ ビ ー カ 一 、 マ

タニティウェア、おJJllセット、マウンテンバ

イク、ローラースケート、トレーニングE器具、
学 習 百科 l1JJ14.

② 無料 CDラジカセ、木製ベッド、ステレ

オ、勉強机、従動可工いす、プロパンガス月1コ
ンロ

実醸ってください

剣道用はかま (大人用)、 二段ベッド、ピ

アノ、エレクトーン、自，紙車〈子どもm.大

人用)、医療用ベッド、チ供用スキーセ ッ ト、

三 輪車、ベピーベッド、テレビ、パソコン、

ワープロ、冷蹴1・11、ベピーラック、だっ こひ

も、ベッ ドメ リ一、ブロック、 Billベビー カ

ー、歩行器、テープルといす、カーペット、

石油ストーブ、火ばち、シャトルシェフ(保

温調理器具)、風呂がまと浴槽

※お問い合わせの時点で品物がない場合もあ

りますので、ご了承ください。

1>問 い 合 わ せ 先 地 域 づ く り 諜 市 民 生 活 係

n23-1111 (内線263)

孝
さ
ん

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
コ
ー
ナ

ー
宮

(お
)
0
5
9
3

-
労
働
講
座
を
開
く

県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は

お
季
労
働
締
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
四
日
(
水
)
、
幻

自
(金
)
午
後
6
時
日
分

;
8時

日
分

マ
会
場
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(
茅
ケ
崎
市
)

マ
定

u
m人

マ
巾
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
同
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
6

7
(部
)
1
1
7
1
(内
線
3
1

0
)
 

-
技
術
校
で
受
講
生
を

平
塚
高
等
職
業
技
術
校
で
は

平
成
九
年
四
月
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

マ
募
集
コ

l
ス

(募
集
人
数
、

訓
練
期
間
)

①
建
築
設
計
(
同
人
、

1
年
)

②
イ
ン
テ
リ
ア
工
芸

(加
入
、

1
年
)
③
木
材
工
芸

(
初
人
、

1
年
)
④
金
属
加
工

(
加
入
、

6
か
月
)
⑤
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施

工

(
却
人
、

6
か
月
)
⑤
住
宅

設
備
(
加
入
、
6
か
月
)

マ
申
込
期
限

3
月
3
日
(
月
)

マ
選
考

n
3月
刊
円
(月
)

マ
申
込
先
取
用
保
険
受
給
資

格
者
等
は
居
住
地
の
公
共
職
業

安
定
所
、
そ
の
他
の
方
は
最
寄

り
の
技
術
校
ま
た
は
公
共
職
業

安
定
所

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
宮

(お
)
1
9
2
2

※
必
沢
一い
川
等
職
業
技
術
校
で
も

受
減
生
を
非
柏
制
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

A-野
外
観
察
と
講
座
が

県
立
生
命
の
昼

・
地
球
博
物

館
で
は
、
次
の
と
お
り
催
し
物

を
行
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
参
加
希
望
の
行
事
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
(学
年
)
、
電

話
昏
号
を
記
入
し
て
同
博
物
館

(〒
抑
小
出
原
市
入
生
田
問
九

九
)
へ
。

①
野
外
観
察

「口
宇
都
の
植
物
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
」

マ
日
時

3
月

8
日
(
土
)
午
前

日
時
1
午
後
3
時

マ
場
所
酒
水
の
沌

(山
北
町
)

マ
拙
師
学
芸
口
勝
山
飾
男

さ
ん
ほ
か

マ
対
象
小
・
中
学
生
お
よ
び

そ
の
保
護
者
印
人

(抽
選
)

マ
募
集
期
間

1
月
泊
目
(火
)

5
2月
日
日
(火
)

③
同
然
科
学
講
座

「鉱
物
観
察

の
仕
方
」

J
入
門
制
|

マ
H
時

3
月
日
日

(
H)午
後

1
時
1
3時

マ
場
所
博
物
館
講
義
室

マ
講
師
客
員
研
究
只
加
藤

昭
さ
ん

マ
対
象

一
一般

(中
学

・
高
校

生
向
き

)
ω人

マ
募
集
期
間

2
月
4
口
(火
)

i
お
日
(
火
)

③
室
内
実
習
「
博
物
館
探
検
隊
」

マ
日
時

3
月
羽
目
(水
)
午
前

日
時
1
午
後
3
時

マ
場
所
博
物
館
内

マ
講
師
学
芸
品
佐
勝
武
宏

さ
ん

マ
対
象
小
・
中
学
生
却
人

マ
募
集
期
間

2
月
日
日
(
火
)

1
3月
4
日
(火
)

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
博
物

館
2
0
4
6
5
(幻
)
1
5
1
5

へav最
低
賃
金
の
改
定

神
奈
川
県
最
低
賃
金

(地
域

別
最
低
賃
金
)
お
よ
び
屯
気
機

械
器
共
製
造
業
七
業
種
の
産
業

別
枇
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
最
低
賃
金
は
、

一

日
五
千
二
百
五
十
二
円、

一
時

間
六
百
六
十
二
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
神
奈
川
労
働
基

準
局
賃
金
諜
宮
附

l
m
l
7
3

5
4
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

し
V

「むぞう〕お京協WttJ空さき〉献〉配

ロJ CATV2チャンネルは地元の情報が満載
恒司SCN です。地 域の 情報 をお 待ち して いま す

. ケーブルテレビスペシャ

ル「自主防災フォーラム」

昨年の11月 16n . 17日に

1m骨量された同フ ォーラムの

棋梯をお伝えします。

(1皮I!央 1月 18日・ 25日、

13 :∞-/ 1月21日・ 28日、

21 : 00-) 

. テレビなでしこさん「冬将軍がやってきた」

市内在住の芸術家が、独自の感性と観察力で平塚の

冬を悟ります。(1月放映分 月 ・水 ・金略目、 13:30-
火・木・日曜日、 17:15-) 

。申し込み ひらつか天城山荘
※申し込みは6か月前から受け付け

・電話 0558-87ー1050

• FAX 0558-87ー0557

・住所 〒410-32静岡県田方郡

天城湯ヶ島町上船原1120-1
. lI白2食付き、大人4.925円、子供4.405円から

(Cfo¥丁Vの出演者募集
広報広聴課では 、ケーブルテレビの湘南チャ ンネルで 4月から始まる

市民体験型の番組 iTAIKEN通信」の出演者を募集します。

J~ 入応募資格 Tfi内にお住まい、通学

する大学生・専門学校生

番組の 内容 21位紀を担う若い人

たちが福祉、環境、防災などを

テー マに 、様々な体験をしてい

く(第 1回は 「街のごみを拾お

う !J) 

募集人数

り)

応募方法市販の履歴牲 に応募動

機を記入し、 1月31日までに広

報広l徳謀(内線315)へ郵送する

(IIIi扱選考等あ若干名

23-1111・35-111 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



図平成9年1月15日

-
な
か
よ
し
作
品
展
に

市
内
の
小
中
学
校
障
害
児
学

級
に
学
ぶ
子
供
た
ち
の
作
品
展

で
す
。
絵
画
や
粘
土
模
型
な
ど

伸
び
伸
び
と
し
た
作
品
を
、
ぜ

ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

2
月
日
日
(木
)
1
同

日
(火
)
※
口
日
は
除
く

マ
時
間
午
前
9
時
初
分
i
午

後
4
時
泊
分

(同
日
は
午
後
3

、
••••••• 

リ
'‘. ヨ-ンスイ

第591号広報ひらつか

こんなに力持ち

-
毎
週
火
昭
B

9
時

・
毎
週
日
崎
日

5
時

マ
場
所
中
央
公
民
館
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
楽
問
の

来
ま
り
宮
(剖
)
5
1
9
6

-
子
育
て
サ
ー
ク
ル

こ
の
た
び
子
育
て
サ
ー
ク
ル

と
し
て
発
足
す
る
会
で
す
。
名

称
は

「
マ
マ
チ
ャ
ン
・
ク
ラ

ブ
・
ヒ
メ
」。

お
誕
生
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
木

下
和
子
宮
側
(別
)
2
5
6
2

-
ヨ
ロ
ン
島
探
険
学
校

間
際
背
少
年
研
修
協
会
で
は

在
日
外
国
人
の
子
供
た
ち
と
共

間
生
活
を
し
な
が
ら
、
様
々
な

体
験
を
す
る
交
流
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
日
程

3
月
初
日
(水
)1

4

月
2
日
(水
)

マ
場
所
鹿
児
島
県
与
論
町

マ
対
象
小
学
生

(
3年
生
以

上
)

マ
定
只

三
百
六
十
人

マ
主
な
内
容
い
か
だ
こ
ぎ
、

写其のあゆみちゃ

んは、 1歳出Iにして

とても 「あんよ」が

上手になり、ちょ っ

と自を高佐-r と、初~ 7。、

らなんでもひっぱり

出して、部屋の中は

メチャクチャです。

こんなに大きなも

のまで出してしまう

ので、大司Eなものは

やた らに置いておけ

ませんね。

撮影は、高野義高

さ ん (御殿)。

午
後
6
時
1

午
後
1
時
1

応募は、封e.;に力ラー写真(サービス判、裏面に住所と氏

名を配入〉を同封し、住所・氏名・電話番号.100害程度の

コメン トを配入のうえ、平啄市広報広聴課「わが家のナイス

ショットJ係(干254平原市浅間町与一1・ft23-1111内 線 314)
へ。毎月20日締め切り。抽 選 の う え 毎 月1枚掲酷しま す

日中国交正常化25周年記念公演

中関劫技芸術の祭典

惨日手呈 3月30日(白)

惨時間 午後 3時間演

修会場 市民センター

惨入場料 2.500円

釣
り
、
島
内
探
険
、
黒
砂
糖
作

り
ほ
か

マ
募
集
締
め
切
り
日

3
月
凶

日
(月
)

マ
資
料
約
求
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
〒
別
新
街
区
四
谷

2
!

日
大
村
ピ
ル
3
階

(財
)
間
際

背
少
年
研
修
協
会
合
閃
(3
3

5
9
)
8
4
2
1
 

-
定
期
演
奏
会
を
開
く

ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
第

十
一
回
の
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

マ
日
程

2
月
2
日
(日
)

マ
時
間
午
後
2
時
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目
や
さ
し
い
魚
、
ホ
ー

ム
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

マ
入
場
料

一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
粉

川
房
子
宮
(お
)
7
3
7
6

-
国
際
理
解
講
座
開
く

ア
イ
ウ
エ
オ

・
サ
ー
ク
ル
神

奈
川
県
支
部
で
は
、
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
十
八

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

マ
日
程

2
月
日
日
(土
)

マ
時
間

午
後
1
時
泊
分
1
3

時
却
分

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
会
議
室

(M
Nピ
ル
日
附
)

マ
テ
l
マ

「

ネ
パ
l
ル
に
凡

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
杉

本
市
彦
君
(部
)
1
9
6
9

+65歳以上の方をペアで100組 200人招

待します (先 轡 順)

[>応募方法 往復はがきに住所、氏名

年齢を記入し、〒2ll川崎市幸区北加

瀬 1-35-20-403 r芸術座アジア」本

部へ申し込む

[>問い合わせ先 芸術座アジア

宜主045-651 -3960 

-
女
声
コ
ー
ラ
ス
に

ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
で
は
、
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
指
部
品
引
の
も
と

で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

保
育
の
用
意
も
あ
り
ま
す
の

で
、
若
い
お
母
さ
ん
も
安
心
し

て
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

マ
練
習
臼
毎
週
月
雌
日

マ
時
間
午
前
9
時
品
分
1
午

後
0
時
日
分

マ
場
所
稲
元
屋
楽
器
庖
4
階

(紅
谷
パ

l
ル
ロ
l
ド
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
鈴

木
香
宮
(M
)
3
9
7
9

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

・
申
し
込
み
先
〒
加
平
塚
市

浅
間
町
9
|
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板」

係

(内
線
3
1
4)

・
締
め
切
り
毎
月
叩
円

(盟

月
の
日
日
号
に
掲
載
)

f 一ー新春一般公開セミナー
[>日時 1月31日(金)、午後 6時30分~

[>場 所 ひらつかスカイプラザ第 2会議

室 (MNピル111精)

[>テーマ 可能思考で生きぬけ

[>購師悶鉾徳太郎氏

[>申し込み 沼市川、ファクスで平塚商工

会臨所行年msへ ft22-2510・回24ー 0079
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彊
色
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を
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せ
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少
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い

+
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つ

や
き
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

一

切

れ

圃

園

E圃
圃

棚

置

さ
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バ
キ
で
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一
切

そ
れ
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変
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し
て
ツ
バ
キ
に
な
っ
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れ
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圏
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圃

圏

も
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あ

り
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八

誌
の
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く

U
た

守
の
森
や
屋
敷
ま
わ
り
の
林
で
、
そ

川

げ

?

、

、

陶

圃

園

開

期

尚

瞳

縄

薗

圃

閣

Eliz--
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

比

?

の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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圃
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圃
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翻
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語

脈
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圃
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圃

明

る

い

黄

色
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し
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J

※
写
真
は
ヤ
プ
ツ
バ
キ
の
花
が
散
り

市

~

つ

圃

・

・

圃

麟

圏

罷

園

田

・

聞

掴

ま
す
。

引
い

か
か
っ
た
五
輪
塔

(上
)
と
ヤ
ブ
ツ

m

m
ら

園

田

・

・

園

田

鶴

幽

圃

闘

闘

・

圃

・

・

・

・

ヤ

ブ

ツ

バ

キ

は

、

一
民

パ
キ
の
花

(
左
下
)

如

何
ひ
盟
国
・
・
・
国
臨
調

E
-
a
M
E
Zの

一誌
を
つ
け
た

(担
当

博
物
館
)
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t
y
h許
可
-
-
"
を
b
x
r司
令
中
旬
、

F
E釦

F
R
E
-
F
宅

一
月
六
日
(月
)
の
総
合
公
閣

で
、
新
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
し
ご
釆
り
の
演
技
の
ほ
か
、

内
式
消
防
ポ
ン
プ
や
消
防
部
隊

の
演
技
が
大
勢
の
観
衆
を
前
に

披
露
さ
れ
ま
し
た
。


